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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ローカルエリアネットワークにおいてパワーセーブモードで動作するための方法で
あって、前記方法は、
　ステーションによって、ＭＵ－ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉ　ｕｓｅｒ－ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）スケジューリング情報をアクセスポイン
ト（ＡＰ）から受信することであって、前記ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報は、グ
ループＩＤフィールドとウェイクアップスケジューリングフィールドとを含み、前記グル
ープＩＤフィールドは、ステーションのグループを示すグループＩＤを含み、前記ウェイ
クアップスケジューリングフィールドは、前記ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報を受
信した後のデータ送信の開始時間を示すウェイクアップオフセットを含む、ことと、
　前記ステーションによって、前記ＡＰからビーコンフレームを受信することであって、
前記ビーコンフレームは、前記ステーションに対するバッファされたトラフィックが存在
するか否かを示すＴＩＭ（ｔｒａｆｆｉｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｍａｐ）要素を含む
、ことと、
　前記ＴＩＭ要素が、前記ステーションに対する前記バッファされたトラフィックが存在
することを示し、かつ、前記ステーションが、前記グループＩＤによって示されるステー
ションのグループに属することが決定される場合、前記ステーションによって、前記ウェ
イクアップオフセットに基づいて、前記バッファされたトラフィックへの応答としてトリ
ガフレームを前記ＡＰに送信することと
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　を含む、方法。
【請求項２】
　前記ステーションによって、前記ＡＰからグループＩＤ管理フレームを受信することを
さらに含み、前記グループＩＤ管理フレームは、前記グループＩＤを示す情報を含む、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報は、前記ＡＰによってブロードキャストされ
る、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ステーションによって、前記ステーションがアウェイク状態とドーズ状態との間で
転換するパワーセーブモードに進入することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報と前記ビーコンフレームとは、前記アウェイ
ク状態において受信される、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記ステーションによって、前記トリガフレームを送信した後に、前記バッファされた
トラフィックを含むデータフレームを前記ＡＰから受信することをさらに含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項７】
　無線ローカルエリアネットワークにおいてパワーセーブモードで動作するために構成さ
れた装置であって、前記装置は、
　無線信号を受信および送信するように構成された無線周波数（ＲＦ）ユニットと、
　前記ＲＦユニットと動作可能に結合されたプロセッサと
　を含み、
　前記プロセッサは、
　前記ＲＦユニットを介して、ＭＵ－ＭＩＭＯ（ｍｕｌｔｉ　ｕｓｅｒ－ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　ｉｎｐｕｔ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｏｕｔｐｕｔ）スケジューリング情報をアクセスポ
イント（ＡＰ）から受信することであって、前記ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報は
、グループＩＤフィールドとウェイクアップスケジューリングフィールドとを含み、前記
グループＩＤフィールドは、ステーションのグループを示すグループＩＤを含み、前記ウ
ェイクアップスケジューリングフィールドは、前記ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報
を受信した後のデータ送信の開始時間を示すウェイクアップオフセットを含む、ことと、
　前記ＲＦユニットを介して、前記ＡＰからビーコンフレームを受信することであって、
前記ビーコンフレームは、前記装置に対するバッファされたトラフィックが存在するか否
かを示すＴＩＭ（ｔｒａｆｆｉｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｍａｐ）要素を含む、ことと
、
　前記ＴＩＭ要素が、前記装置に対する前記バッファされたトラフィックが存在すること
を示し、かつ、前記装置が、前記グループＩＤによって示されるステーションのグループ
に属することが決定される場合、前記ＲＦユニットを介して、前記ウェイクアップオフセ
ットに基づいて、前記バッファされたトラフィックへの応答としてトリガフレームを前記
ＡＰに送信することと
　を行うように構成されている、装置。
【請求項８】
　前記プロセッサは、前記ＲＦユニットを介して、前記ＡＰからグループＩＤ管理フレー
ムを受信するように構成され、前記グループＩＤ管理フレームは、前記グループＩＤを示
す情報を含む、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報は、前記ＡＰによってブロードキャストされ
る、請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
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　前記プロセッサは、前記装置がアウェイク状態とドーズ状態との間で転換するパワーセ
ーブモードに進入するように構成されている、請求項７に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報と前記ビーコンフレームとは、前記アウェイ
ク状態において受信される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、前記ＲＦユニットを介して、前記トリガフレームを送信した後に、
前記バッファされたトラフィックを含むデータフレームを前記ＡＰから受信するように構
成されている、請求項７に記載の装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線ＬＡＮシステムに関し、より詳しくは、パワーセーブモード運営をサポ
ートする無線ＬＡＮシステムにおいて、ステーション（Ｓｔａｔｉｏｎ；ＳＴＡ）による
ＰＰＤＵ（ＰＬＣＰ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏ
ｃｅｄｕｒｅ）　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）の送受信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、情報通信技術の発展につれて多様な無線通信技術が開発されている。そのうち、
無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）は、無線周波数技術に基づいて個人携帯用情報端末機（Ｐｅｒｓ
ｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ、ＰＤＡ）、ラップトップコンピュータ
、携帯用マルチメディアプレーヤ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｐｌａｙ
ｅｒ、ＰＭＰ）等のような携帯用端末機を利用して家庭や企業又は特定サービス提供地域
で無線でインターネットに接続することができるようにする技術である。
【０００３】
　無線ＬＡＮで脆弱点と指摘されてきた通信速度に対する限界を克服するために、比較的
最近に制定された技術規格としてＩＥＥＥ８０２．１１ｎがある。ＩＥＥＥ８０２．１１
ｎは、ネットワークの速度と信頼性を増加させ、無線ネットワークの運営距離を拡張する
ことを目的にする。より具体的に、ＩＥＥＥ８０２．１１ｎでは、データ処理速度が最大
５４０Ｍｂｐｓ以上である高処理率（Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ、ＨＴ）をサポー
トし、送信エラーを最小化してデータ速度を最適化するために、送信部と受信部の両方と
もに多重アンテナを使用するＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔｓ　ａｎｄ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔｓ）技術に基づく。
【０００４】
　無線ＬＡＮシステムでは、ステーション（ｓｔａｔｉｏｎ；ＳＴＡ）の運営モードとし
てアクティブモード（ａｃｔｉｖｅ　ｍｏｄｅ）とパワーセーブモード（ｐｏｗｅｒ　ｓ
ａｖｅ　ｍｏｄｅ）をサポートする。アクティブモードは、ＳＴＡがアウェイク状態（ａ
ｗａｋｅ　ｓｔａｔｅ）で動作してフレームを送受信することができる運営モードを意味
する。一方、フレーム受信のために活性化状態にある必要がないＳＴＡのパワーセーブ（
ｐｏｗｅｒ　ｓａｖｉｎｇ）のためにパワーセーブモード運営がサポートされる。ＰＳＭ
をサポートするステーション（ｓｔａｔｉｏｎ；ＳＴＡ）は、自分が無線媒体に接近する
ことができる期間でない場合、ドーズ状態（ｄｏｚｅ　ｍｏｄｅ）で動作することによっ
て不必要なパワー消耗を防止することができる。即ち、該当ＳＴＡにフレームが送信され
ることができる期間中又は該当ＳＴＡがフレームを送信することができる期間中にのみア
ウェイク状態（ａｗａｋｅ　ｓｔａｔｅ）で動作する。ＳＴＡは、ＷＬＡＮの普及が活性
化され、それを利用したアプリケーションが多様化されるにつれて、最近、ＩＥＥＥ８０
２．１１ｎがサポートするデータ処理速度より高い処理率をサポートするための新たなＷ
ＬＡＮシステムに対する必要性が台頭されている。超高処理率（Ｖｅｒｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔ
ｈｒｏｕｇｈｐｕｔ、ＶＨＴ）をサポートする次世代無線ＬＡＮシステムは、ＩＥＥＥ８
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０２．１１ｎ無線ＬＡＮシステムの次のバージョンであり、ＭＡＣサービス接続ポイント
（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ、ＳＡＰ）で１Ｇｂｐｓ以上のデータ処理
速度をサポートするために最近新たに提案されているＩＥＥＥ８０２．１１無線ＬＡＮシ
ステムのうち一つである。
【０００５】
　次世代無線ＬＡＮシステムは、無線チャネルを効率的に利用するために、複数の非ＡＰ
　ＳＴＡが同時にチャネルに接近するＭＵ－ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ－Ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）方式の送信をサポートする。
ＭＵ－ＭＩＭＯ送信方式によると、ＡＰがＭＩＭＯペアリングされた一つ以上のＳＴＡに
同時にＰＰＤＵ（ＰＬＣＰ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　
Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）を送信することができ
る。
【０００６】
　ただし、パワーセーブモードで動作するＳＴＡは、ドーズ状態とアウェイク状態との間
を転換して動作するため、ＡＰのＭＵ－ＭＩＭＯ送信は、ＭＵ－ＭＩＭＯペアリングされ
たＳＴＡの動作状態に依存（ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ）する。したがって、ＡＰは、ＭＵ－Ｍ
ＩＭＯ送信のための時間区間に対する情報をＭＵ－ＭＩＭＯペアリングされたＳＴＡに提
供する必要がある。このように、パワーセーブモード運営をサポートする無線ＬＡＮシス
テムにおいて、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法を使用してＰＰＤＵを送受信する方法が要求され
る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明が解決しようとする技術的な課題は、パワーセーブモード（ｐｏｗｅｒ　ｓａｖ
ｅ　ｍｏｄｅ）運営をサポートする無線ＬＡＮシステムにおいて、ＰＰＤＵ（ＰＬＣＰ（
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）　Ｐｒ
ｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）送信及び受信方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一態様において、無線ＬＡＮにおけるデータフレームを送信する方法が提供される。前
記方法は、アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ；ＡＰ）がデータフレーム送信
のための時間区間に対する情報を含むスケジューリング情報要素（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ
　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を第１のステーション（ｓｔａｔｉｏｎ；
ＳＴＡ）及び第２のＳＴＡに送信し、前記スケジューリング情報要素は、前記時間区間の
開始時点を指示するオフセットフィールドを含み、及び、前記ＡＰは、前記オフセットフ
ィールドが指示する前記開始時点以後に、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法を使用して前記データ
フレームを前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡに送信することを含む。
【０００９】
　前記方法は、前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡが前記オフセットフィールドが指
示する前記開始時点にアウェイク状態（ａｗａｋｅ　ｓｔａｔｅ）に転換することをさら
に含む。
【００１０】
　前記スケジューリング情報要素は、前記データフレーム送信のターゲットＳＴＡグルー
プ（ｔａｒｇｅｔ　ＳＴＡ　ｇｒｏｕｐ）を指示するグループ識別子を含む。前記ターゲ
ットＳＴＡグループは、前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡを含む。
【００１１】
　前記アウェイク状態に転換して動作することは、前記スケジューリング情報要素の前記
グループ識別子フィールドに基づいて各ＳＴＡが前記ターゲットＳＴＡグループのメンバ
ＳＴＡであるかどうかを決定し、及び、前記メンバＳＴＡ（ｍｅｍｂｅｒ　ＳＴＡ）の場
合、前記アウェイク状態に転換して動作することを含む。
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【００１２】
　前記スケジューリング情報要素は、前記時間区間の持続時間を指示する持続時間フィー
ルドをさらに含む。前記データフレームを送信することは、前記持続時間フィールドが指
示する前記持続時間内に実行される。
【００１３】
　前記方法は、前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡが前記開始時点から前記持続時間
が経過した時点にドーズ状態（ｄｏｚｅ　ｓｔａｔｅ）に転換することをさらに含む。
【００１４】
　前記スケジューリング情報要素は、前記時間区間が周期的に再開されるインターバルを
指示するインターバルサブフィールドをさらに含む。前記方法は、前記第１のＳＴＡ及び
前記第２のＳＴＡが前記開始時点を基準に前記インターバル毎にアウェイク状態に転換し
て動作することをさらに含む。
【００１５】
　前記データフレームは、前記データフレームを解釈するための情報を含むシグナルフィ
ールド及びデータユニットを含む。前記シグナルフィールドは、前記グループ識別子と、
前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡの各々に割り当てられた空間ストリーム数を指示
する指示子と、を含む。
【００１６】
　前記方法は、前記指示子が割り当てられた空間ストリームの個数が０であることを指示
する場合、前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡが前記ドーズ状態に転換することをさ
らに含む。
【００１７】
　前記方法は、前記ＡＰが前記開始時点以後に前記第１のＳＴＡがデータフレーム受信の
準備ができていることを知らせる第１のトリガフレーム（ｔｒｉｇｇｅｒ　ｆｒａｍｅ）
を前記第１のＳＴＡから受信し、及び、前記ＡＰが前記開始時点以後に前記第２のＳＴＡ
がデータフレーム受信の準備ができていることを知らせる第２のトリガフレームを前記第
２のＳＴＡから受信することをさらに含む。
【００１８】
　前記データフレームを送信することは、前記第１のトリガフレーム及び前記第２のトリ
ガフレームを受信した後に実行する。
【００１９】
　他の態様において無線装置が提供される。前記無線装置は、無線信号を送信及び受信す
るトランシーバ（ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ）及び前記トランシーバと機能的に結合された
プロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）を含む。前記プロセッサは、データフレーム送信のた
めの時間区間に対する情報を含むスケジューリング情報要素を第１のステーション（ｓｔ
ａｔｉｏｎ；ＳＴＡ）及び第２のＳＴＡに送信し、前記スケジューリング情報要素は、前
記時間区間の開始時点を指示するオフセットフィールドを含み、及び、前記オフセットフ
ィールドが指示する前記開始時点以後に、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法を使用して前記データ
フレームを前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡに送信するように設定される。
本願明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　無線ＬＡＮにおけるデータフレームを送信する方法において、
　アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ；ＡＰ）は、データフレーム送信のため
の時間区間に対する情報を含むスケジューリング情報要素（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　ｉｎ
ｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を第１のステーション（ｓｔａｔｉｏｎ；ＳＴＡ
）及び第２のＳＴＡに送信し、前記スケジューリング情報要素は、前記時間区間の開始時
点を指示するオフセットフィールドを含み、及び、
　前記ＡＰは、前記オフセットフィールドが指示する前記開始時点以後に、ＭＵ－ＭＩＭ
Ｏ送信技法を使用して前記データフレームを前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡに送
信することを含むデータフレーム送信方法。
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（項目２）
　前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡは、前記オフセットフィールドが指示する前記
開始時点にアウェイク状態（ａｗａｋｅ　ｓｔａｔｅ）に転換することをさらに含む項目
１に記載のデータフレーム送信方法。
（項目３）
　前記スケジューリング情報要素は、前記データフレーム送信のターゲットＳＴＡグルー
プ（ｔａｒｇｅｔ　ＳＴＡ　ｇｒｏｕｐ）を指示するグループ識別子を含み、前記ターゲ
ットＳＴＡグループは、前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡを含む項目２に記載のデ
ータフレーム送信方法。
（項目４）
　前記アウェイク状態に転換して動作することは、前記スケジューリング情報要素の前記
グループ識別子フィールドに基づいて各ＳＴＡが前記ターゲットＳＴＡグループのメンバ
ＳＴＡであるかどうかを決定し、及び、前記メンバＳＴＡ（ｍｅｍｂｅｒ　ＳＴＡ）の場
合、前記アウェイク状態に転換して動作することを含む項目３に記載のデータフレーム送
信方法。
（項目５）
　前記スケジューリング情報要素は、前記時間区間の持続時間を指示する持続時間フィー
ルドをさらに含み、前記データフレームを送信することは、前記持続時間フィールドが指
示する前記持続時間内に実行される項目４に記載のデータフレーム送信方法。
（項目６）
　前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡは、前記開始時点から前記持続時間が経過した
時点にドーズ状態（ｄｏｚｅ　ｓｔａｔｅ）に転換することをさらに含む項目５に記載の
データフレーム送信方法。
（項目７）
　前記スケジューリング情報要素は、前記時間区間が周期的に再開されるインターバルを
指示するインターバルサブフィールドをさらに含み、前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳ
ＴＡは、前記開始時点を基準に前記インターバル毎にアウェイク状態に転換して動作する
ことをさらに含む項目６に記載のデータフレーム送信方法。
（項目８）
　前記データフレームは、前記データフレームを解釈するための情報を含むシグナルフィ
ールド及びデータユニットを含み、前記シグナルフィールドは、前記グループ識別子と、
前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡの各々に割り当てられた空間ストリーム数を指示
する指示子と、を含む項目４に記載のデータフレーム送信方法。
（項目９）
　前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡは、前記指示子が割り当てられた空間ストリー
ムの個数が０であることを指示する場合、前記ドーズ状態に転換することをさらに含む項
目８に記載のデータフレーム送信方法。
（項目１０）
　前記ＡＰは、前記開始時点以後に前記第１のＳＴＡがデータフレーム受信の準備ができ
ていることを知らせる第１のトリガフレーム（ｔｒｉｇｇｅｒ　ｆｒａｍｅ）を前記第１
のＳＴＡから受信し、及び、前記ＡＰは、前記開始時点以後に前記第２のＳＴＡがデータ
フレーム受信の準備ができていることを知らせる第２のトリガフレームを前記第２のＳＴ
Ａから受信することをさらに含む項目１に記載のデータフレーム送信方法。
（項目１１）
　前記データフレームを送信することは、前記第１のトリガフレーム及び前記第２のトリ
ガフレームを受信した後に実行する項目１０に記載のデータフレーム送信方法。
（項目１２）
　無線信号を送信及び受信するトランシーバ（ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ）；及び、
　前記トランシーバと機能的に結合されたプロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）；を含み、
　前記プロセッサは、



(7) JP 5653565 B2 2015.1.14

10

20

30

40

50

　データフレーム送信のための時間区間に対する情報を含むスケジューリング情報要素を
第１のステーション（ｓｔａｔｉｏｎ；ＳＴＡ）及び第２のＳＴＡに送信し、前記スケジ
ューリング情報要素は、前記時間区間の開始時点を指示するオフセットフィールドを含み
、及び、
　前記オフセットフィールドが指示する前記開始時点以後に、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法を
使用して前記データフレームを前記第１のＳＴＡ及び前記第２のＳＴＡに送信するように
設定される無線装置。
【発明の効果】
【００２０】
　アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ；ＡＰ）は、ＭＵ－ＭＩＭＯペアリング
されたＳＴＡにＭＵ－ＭＩＭＯ送信のためのウェイクアップ（ｗａｋｅｕｐ）区間に対す
る情報を提供する。これによって、ＳＴＡは、ＡＰによるＰＰＤＵ送信時点を把握し、把
握時点に合わせてアウェイク状態に転換してＰＰＤＵ受信を待機することができる。ＳＴ
Ａは、ＰＰＤＵが送信される時間区間に合わせてアウェイク状態を維持するため、不必要
に電力が消耗されることを防止することができる。
【００２１】
　ＡＰは、ＳＴＡが送信するトリガフレームを受信した後、ＰＰＤＵを送信し、又はｗａ
ｋｅｕｐ区間がＤＴＩＭ（ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　
ｍａｐ）送信周期毎に再開されるように設定されるため、ＰＰＤＵ送信以前にＳＴＡが受
信待機状態にあることを保障することができる。これは信頼度の高いＰＰＤＵ送信を保障
することができ、同一トラフィックに対する再送信を防止することで、無線ＬＡＮシステ
ム全体の処理率を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施例が適用されることができる無線ＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏ
ｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；ＷＬＡＮ）システムの構成を示す。
【図２】パワー管理運営（ｐｏｗｅｒ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）の
一例を示す。
【図３】本発明の実施例に係るＰＰＤＵフォーマットの一例を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施例に係るグループＩＤ管理フレームのフォーマットを示すブロック
図である。
【図５】本発明の実施例に係るＰＰＤＵ送信方法を示す。
【図６】本発明の実施例に係るＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要素のフォーマット
を示すブロック図である。
【図７】本発明の実施例に係るグループＩＤ管理フレームフォーマットの他の一例を示す
。
【図８】本発明の実施例が具現されることができる無線装置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１は、本発明の実施例が適用されることができる無線ＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌ
ｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；ＷＬＡＮ）システムの構成を示す。
【００２４】
　図１を参照すると、ＷＬＡＮシステムは、一つ又はそれ以上の基本サービスセット（Ｂ
ａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ、ＢＳＳ）を含む。ＢＳＳは、成功的に同期化を行っ
て互いに通信することができるステーション（Ｓｔａｔｉｏｎ、ＳＴＡ）の集合であり、
特定領域を意味するものではない。
【００２５】
　インフラストラクチャ（ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）ＢＳＳは、一つ又はそれ以上
の非ＡＰステーション（ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ１、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ２、ｎｏｎ－Ａ
Ｐ　ＳＴＡ３、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ４、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ５）、分散サービス（Ｄ
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ｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供するＡＰ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ
）、及び複数のＡＰを連結させる分散システム（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅ
ｍ、ＤＳ）を含む。インフラストラクチャＢＳＳでは、ＡＰがＢＳＳの非ＡＰ　ＳＴＡを
管理する。
【００２６】
　一方、独立ＢＳＳ（Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ＢＳＳ、ＩＢＳＳ）は、アドホック（Ａ
ｄ－Ｈｏｃ）モードで動作するＢＳＳである。ＩＢＳＳは、ＡＰを含まないため、中央で
管理機能を遂行するエンティティ（Ｃｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅ
ｎｔｉｔｙ）がない。即ち、ＩＢＳＳでは、非ＡＰ　ＳＴＡが分散された方式（ｄｉｓｔ
ｒｉｂｕｔｅｄ　ｍａｎｎｅｒ）に管理される。ＩＢＳＳでは、全てのＳＴＡが移動ＳＴ
Ａからなることができ、ＤＳへの接続が許容されないため自己完備的ネットワーク（ｓｅ
ｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を構築する。
【００２７】
　ＳＴＡは、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅ
ｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１標準の規定に従う媒体接続制
御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、ＭＡＣ）と無線媒体に対する物理層
（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ）インターフェースを含む任意の機能媒体であり、広義
ではＡＰと非ＡＰステーション（Ｎｏｎ－ＡＰ　Ｓｔａｔｉｏｎ）の両方ともを含む。
【００２８】
　非ＡＰ　ＳＴＡは、ＡＰでないＳＴＡであり、移動端末（ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｒｍｉｎ
ａｌ）、無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃｅ）、無線送受信ユニット（Ｗｉｒｅ
ｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ；ＷＴＲＵ）、ユーザ装備（Ｕ
ｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ）、移動局（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＭＳ）
、移動加入者ユニット（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｕｎｉｔ）又は単純にユ
ーザなど、他の名称で呼ばれることもある。以下、説明の便宜のために、非ＡＰ　ＳＴＡ
をＳＴＡという。
【００２９】
　ＡＰは、該当ＡＰに結合された（Ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ）ＳＴＡのために、無線媒体を
経由してＤＳに対する接続を提供する機能エンティティである。ＡＰを含むインフラスト
ラクチャＢＳＳでＳＴＡ間の通信は、ＡＰを経由して行われることが原則であるが、ダイ
レクトリンクが設定された場合にはＳＴＡ間でも直接通信が可能である。ＡＰは、集中制
御器（ｃｅｎｔｒａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、基地局（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ、
ＢＳ）、ノード－Ｂ、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、又
はサイト制御器などで呼ばれることもある。
【００３０】
　図１に示すＢＳＳを含む複数のインフラストラクチャＢＳＳは、分散システム（Ｄｉｓ
ｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ；ＤＳ）を介して相互連結されることができる。ＤＳ
を介して連結された複数のＢＳＳを拡張サービスセット（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｓｅｒｖｉ
ｃｅ　Ｓｅｔ；ＥＳＳ）という。ＥＳＳに含まれるＡＰ及び／又はＳＴＡは、互いに通信
することができ、同一ＥＳＳにおけるＳＴＡは、シームレス通信しつつ、一つのＢＳＳか
ら他のＢＳＳに移動することができる。
【００３１】
　ＩＥＥＥ８０２．１１による無線ＬＡＮシステムにおいて、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）の基本接続メカニズムは、ＣＳＭＡ／ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅ
ｒ　Ｓｅｎｓｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ａ
ｖｏｉｄａｎｃｅ）メカニズムである。ＣＳＭＡ／ＣＡメカニズムは、ＩＥＥＥ８０２．
１１ＭＡＣの分配調整機能（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｆｕ
ｎｃｔｉｏｎ、ＤＣＦ）とも呼ばれ、基本的に“ｌｉｓｔｅｎ　ｂｅｆｏｒｅ　ｔａｌｋ
”接続メカニズムを採用している。このような類型の接続メカニズムによると、ＡＰ及び
／又はＳＴＡは、送信開始前に無線チャネル又は媒体（ｍｅｄｉｕｍ）をセンシング（ｓ
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ｅｎｓｉｎｇ）する。センシング結果、もし、媒体がアイドル状態（ｉｄｌｅ　ｓｔａｔ
ｕｓ）であると判断されると、該当媒体を介してフレーム送信を開始する。一方、媒体が
占有状態（ｏｃｃｕｐｉｅｄ　ｓｔａｔｕｓ）であると判断されると、該当ＡＰ及び／又
はＳＴＡは、自分の送信を開始せずに媒体接近のための遅延期間を設定して待つ。
【００３２】
　ＣＳＭＡ／ＣＡメカニズムは、ＡＰ及び／又はＳＴＡが媒体を直接センシングする物理
的キャリアセンシング（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｅｎｓｉｎｇ）外に仮想
キャリアセンシング（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｅｎｓｉｎｇ）も含む。仮想
キャリアセンシングは、ヒドンノード問題（ｈｉｄｄｅｎ　ｎｏｄｅ　ｐｒｏｂｌｅｍ）
などのように媒体接近上発生することができる問題を補完するためのことである。仮想キ
ャリアセンシングのために、無線ＬＡＮシステムのＭＡＣは、ネットワーク割当ベクトル
（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｃｔｏｒ、ＮＡＶ）を利用する。ＮＡＶ
は、現在媒体を使用中又は使用する権限のあるＡＰ及び／又はＳＴＡが、媒体が利用可能
な状態になるまで残っている時間を他のＡＰ及び／又はＳＴＡに指示する値である。した
がって、ＮＡＶに設定された値は、該当フレームを送信するＡＰ及び／又はＳＴＡによっ
て媒体の使用が予定されている期間に該当する。
【００３３】
　ＡＰ及び／又はＳＴＡは、媒体に接近しようとすることを知らせるために、ＲＴＳ（Ｒ
ｅｑｕｅｓｔ　ｔｏ　Ｓｅｎｄ）フレーム及びＣＴＳ（Ｃｌｅａｒ　ｔｏ　Ｓｅｎｄ）フ
レームを交換する手順を実行することができる。ＲＴＳフレーム及びＣＴＳフレームは、
実質的なデータフレーム送信及び受信確認応答（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）がサ
ポートされる場合、受信確認フレーム（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　ｆｒａｍｅ、
ＡＣＫ　ｆｒａｍｅ）の送受信に必要な無線媒体が接近予約された時間的な区間を指示す
る情報を含む。フレームを送信しようとするＡＰ及び／又はＳＴＡから送信されたＲＴＳ
フレームを受信し、又はフレーム送信ターゲットＳＴＡから送信されたＣＴＳフレームを
受信した他のＳＴＡは、ＲＴＳ／ＣＴＳフレームに含まれている情報が指示する時間的な
区間中に媒体に接近しないように設定されることができる。これは時間区間中にＮＡＶが
設定されることによって具現されることができる。
【００３４】
　一方、フレーム送受信のために、常にチャネルをセンシングすることは、ＳＴＡの持続
的な電力消耗を引き起こす。受信状態における電力消耗は、送信状態での電力消耗に比べ
て大きな差がないため、受信状態を引き続き維持することは、バッテリで動作するＳＴＡ
に相対的に多くの電力消耗を発生させる。したがって、無線ＬＡＮシステムにおいて、Ｓ
ＴＡが持続的に受信待機状態を維持してチャネルをセンシングすることは、無線ＬＡＮ処
理率側面で特別な上昇効果無しに非効率的パワー消耗を引き起こすことができるため、パ
ワー管理（ｐｏｗｅｒ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）側面で適しない。
【００３５】
　前記のような問題点を補完するために、無線ＬＡＮシステムでは、ＳＴＡのパワー管理
（ｐｏｗｅｒ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ；ＰＭ）モードをサポートする。ＳＴＡのパワー管
理モードは、アクティブモード（ａｃｔｉｖｅ　ｍｏｄｅ）及びパワーセーブ（ｐｏｗｅ
ｒ　ｓａｖｅ；ＰＳ）モードに分かれる。ＳＴＡは、基本的にアクティブモードで動作す
る。アクティブモードで動作するＳＴＡは、アウェイク状態（ａｗａｋｅ　ｓｔａｔｅ）
を維持する。即ち、フレーム送受信やチャネルセンシング等、正常な動作が可能な状態を
維持する。
【００３６】
　ＰＳモードで動作するＳＴＡは、ドーズ状態（ｄｏｚｅ　ｓｔａｔｅ）とアウェイク状
態（ａｗａｋｅ　ｓｔａｔｅ）との間を転換することによって動作する。ドーズ状態で動
作するＳＴＡは、最小限のパワーで動作し、データフレームを含んでＡＰから送信される
無線信号を受信しない。また、ドーズ状態で動作するＳＴＡは、チャネルセンシングを実
行しない。
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【００３７】
　ＳＴＡがドーズ状態で可能な限り長い間動作するほど電力消耗が減るため、ＳＴＡは、
動作期間が増加する。しかし、ドーズ状態ではフレーム送受信が不可能であるため、無条
件的に長い間動作することはできない。ドーズ状態で動作するＳＴＡがＡＰに送信するフ
レームが存在する場合、アウェイク状態に転換してフレームを送信することができる。た
だし、ＡＰがドーズ状態で動作するＳＴＡに送信するフレームがある場合、ＳＴＡは、こ
れを受信することができず、受信するフレームが存在することも知ることができない。し
たがって、ＳＴＡは、自分に送信されるフレームの存在可否、存在する場合、これを受信
するために特定周期によってアウェイク状態に転換する動作が必要である。ＡＰは、これ
によってフレームをＳＴＡに送信することができる。これは図２を参照して説明する。
【００３８】
　図２は、パワー管理運営（ｐｏｗｅｒ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｏｐｅｒａｔｉｏｎ）
の一例を示す。
【００３９】
　図２を参照すると、ＡＰ２１０は、一定の周期にビーコンフレーム（ｂｅａｃｏｎ　ｆ
ｒａｍｅ）をＢＳＳ内のＳＴＡに送信する（Ｓ２１０）。ビーコンフレームにはＴＩＭ情
報要素（ｔｒａｆｆｉｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｍａｐ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅ
ｌｅｍｅｎｔ）が含まれる。ＴＩＭ要素は、ＡＰ２１０が自分と結合されたＳＴＡに対す
るバッファされたトラフィックが存在し、フレームを送信することを知らせる情報を含む
。ＴＩＭ要素には、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）フレームを知らせるときに使われる
ＴＩＭと、マルチキャスト（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ）又はブロードキャスト（ｂｒｏａｄｃ
ａｓｔ）フレームを知らせるときに使われるＤＴＩＭ（ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｔｒａｆｆｉ
ｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｍａｐ）と、がある。
【００４０】
　ＡＰ２１０は、３回のビーコンフレームを送信するたびに１回ずつＤＴＩＭを送信する
。
【００４１】
　ＳＴＡ１及びＳＴＡ２は、ＰＳモードで動作するＳＴＡである。ＳＴＡ１及びＳＴＡ２
は、特定周期のウェイクアップインターバル（ｗａｋｅｕｐ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）毎にド
ーズ状態からアウェイク状態に転換してＡＰ２１０によって送信されたＴＩＭ要素を受信
することができるように設定されることができる。
【００４２】
　ＳＴＡ１がビーコンインターバル毎にアウェイク状態に転換してＴＩＭ要素を受信する
ことができるように特定ウェイクアップインターバルが設定されることができる。したが
って、ＳＴＡ１は、ＡＰ２１０が１番目にビーコンフレームを送信する時（Ｓ２１１）、
アウェイク状態に転換する（Ｓ２２１）。ＳＴＡ１は、ビーコンフレームを受信してＴＩ
Ｍ要素を取得する。取得されたＴＩＭ要素がＳＴＡ１に送信されるフレームがあることを
指示する場合、ＳＴＡ１は、ＡＰ２１０にフレーム送信を要求するＰＳポール（ＰＳ　ｐ
ｏｌｌ）フレームをＡＰ２１０に送信する（Ｓ２２１ａ）。ＡＰ２１０は、ＰＳポールフ
レームに対応してフレームをＳＴＡ１に送信する（Ｓ２３１）。フレーム受信を完了した
ＳＴＡ１は、再びドーズ状態に転換して動作する。
【００４３】
　ＡＰ２１０が２番目にビーコンフレームを送信する時、他の装置が媒体に接近している
等、媒体が占有された状態（ｂｕｓｙ　ｓｔａｔｅ）であるため、ＡＰ２１０は、正確な
ビーコンインターバルに合わせてビーコンフレームを送信することができずに遅延された
時点に送信することができる（Ｓ２１２）。この場合、ＳＴＡ１は、ビーコンインターバ
ルに合わせて動作モードをアウェイク状態に転換するが、遅延されて送信されるビーコン
フレームを受信することができなくて再びドーズ状態に転換する（Ｓ２２２）。
【００４４】
　ＡＰ２１０が３番目にビーコンフレームを送信する時、該当ビーコンフレームにはＤＴ
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ＩＭに設定されたＴＩＭ要素が含まれることができる。ただし、媒体が占有された状態で
あるため、ＡＰ２１０は、ビーコンフレームを遅延送信する（Ｓ２１３）。ＳＴＡ１は、
ビーコンインターバルに合わせてアウェイク状態に転換して動作し、ＡＰ２１０により送
信されるビーコンフレームを介してＤＴＩＭを取得することができる。ＳＴＡ１が取得し
たＤＴＩＭは、ＳＴＡ１に送信されるフレームはなく、他のＳＴＡのためのフレームが存
在することを指示するため、ＳＴＡ１は、再びドーズ状態に転換して動作する。ＡＰ２１
０は、ビーコンフレーム送信後、フレームを該当ＳＴＡに送信する（Ｓ２３２）。
【００４５】
　ＡＰ２１０は、４番目にビーコンフレームを送信する（Ｓ２１４）。ただし、ＳＴＡ１
は、以前２回にわたるＴＩＭ要素受信を介して自分に対してバッファされたトラフィック
が存在するという情報を取得するすることができないため、ＴＩＭ要素受信のためのウェ
イクアップインターバルを調整することができる。または、ＡＰ２１０により送信される
ビーコンフレームにＳＴＡ１のウェイクアップインターバル値を調整するためのシグナリ
ング情報が含まれている場合、ＳＴＡ１のウェイクアップインターバル値が調整されるこ
とができる。本例示において、ＳＴＡ１は、ビーコンインターバル毎にＴＩＭ要素受信の
ために運営状態を転換する代わりに、３回のビーコンインターバル毎に一回運営状態を転
換するように設定されることができる。したがって、ＳＴＡ１は、ＡＰ２１０が４番目の
ビーコンフレームを送信し（Ｓ２１４）、５番目のビーコンフレームを送信する時点に（
Ｓ２１５）ドーズ状態を維持するため、該当ＴＩＭ要素を取得することができない。
【００４６】
　ＡＰ２１０が６番目にビーコンフレームを送信する時（Ｓ２１６）、ＳＴＡ１は、アウ
ェイク状態に転換して動作し、ビーコンフレームに含まれているＴＩＭ要素を取得する（
Ｓ２２４）。ＴＩＭ要素は、ブロードキャストフレームが存在することを指示するＤＴＩ
Ｍであるため、ＳＴＡ１は、ＰＳポールフレームをＡＰ２１０に送信せずに、ＡＰ２１０
により送信されるブロードキャストフレームを受信する（Ｓ２３４）。
【００４７】
　一方、ＳＴＡ２に設定されたウェイクアップインターバルは、ＳＴＡ１より長い周期に
設定されることができる。したがって、ＳＴＡ２は、ＡＰ２１０が５番目にビーコンフレ
ームを送信する時点（Ｓ２１５）にアウェイク状態に転換してＴＩＭ要素を受信すること
ができる（Ｓ２２４）。ＳＴＡ２は、ＴＩＭ要素を介して自分に送信されるフレームが存
在することを知り、送信を要求するためにＡＰ２１０にＰＳポールフレームを送信する（
Ｓ２２４ａ）。ＡＰ２１０は、ＰＳポールフレームに対応してＳＴＡ２にフレームを送信
する（Ｓ２３３）。
【００４８】
　図２のようなパワーセーブモード運営のためにＴＩＭ要素にはＳＴＡが自分に送信され
るフレームが存在するかを指示するＴＩＭ又はブロードキャスト／マルチキャストフレー
ムが存在するかを指示するＤＴＩＭが含まれる。ＤＴＩＭは、ＴＩＭ要素のフィールド設
定を介して具現されることができる。
【００４９】
　既存無線ＬＡＮシステムと違って、次世代無線ＬＡＮシステムではより高い処理率を要
求する。これをＶＨＴ（Ｖｅｒｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）といい、そのため
に次世代無線ＬＡＮシステムでは、８０ＭＨｚ、連続的な１６０ＭＨｚ（ｃｏｎｔｉｇｕ
ｏｕｓ　１６０ＭＨｚ）、非連続的な１６０ＭＨｚ（ｎｏｎ－ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　１
６０ＭＨｚ）帯域幅送信及び／又はそれ以上の帯域幅送信をサポートしようとする。また
、より高い処理率のためにＭＵ－ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ－Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）送信方法を提供する。次世代無線ＬＡＮ
システムにおいて、ＡＰは、ＭＩＭＯペアリングされた少なくとも一つ以上のＳＴＡに同
時にデータフレームを送信することができる。図１のような無線ＬＡＮシステムにおいて
、ＡＰ１０は、自分と結合（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）されている複数のＳＴＡ２１、２
２、２３、２４、２５のうち少なくとも一つ以上のＳＴＡを含むＳＴＡグループにデータ
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を同時に送信することができる。このとき、それぞれのＳＴＡに送信されるデータは、互
いに異なる空間ストリーム（ｓｐａｔｉａｌ　ｓｔｒｅａｍ）を介して送信されることが
できる。ＡＰ１０が送信するデータフレームは、無線ＬＡＮシステムの物理階層（Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ；ＰＨＹ）で生成されて送信されるＰＰＤＵ（ＰＬＣＰ（Ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）　Ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）ということができる。本発明の例示において、ＡＰ１０と
ＭＵ－ＭＩＭＯペアリングされた送信ターゲットＳＴＡグループは、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２
、ＳＴＡ３、及びＳＴＡ４と仮定する。このとき、送信ターゲットＳＴＡグループの特定
ＳＴＡには空間ストリームが割り当てられなくてデータが送信されない。一方、ＳＴＡ５
は、ＡＰと結合されているが、送信ターゲットＳＴＡグループには含まれないＳＴＡと仮
定する。
【００５０】
　図３は、本発明の実施例に係るＰＰＤＵフォーマットの一例を示すブロック図である。
【００５１】
　図３を参照すると、ＰＰＤＵ３００は、Ｌ－ＳＴＦ３１０、Ｌ－ＬＴＦ３２０、Ｌ－Ｓ
ＩＧフィールド３３０、ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ａフィールド３４０、ＶＨＴ－ＳＴＦ３５０、
ＶＨＴ－ＬＴＦ３６０、ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ｂフィールド３７０、及びデータフィールド３
８０を含むことができる。
【００５２】
　ＰＨＹを構成するＰＬＣＰ副階層（ｓｕｂｌａｙｅｒ）は、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層から伝達されたＰＳＤＵ（ＰＨＹ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　
Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）に必要な情報を加えることでデータフィールド３８０に変換し、Ｌ
－ＳＴＦ３１０、Ｌ－ＬＴＦ３２０、Ｌ－ＳＩＧフィールド３３０、ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ａ
フィールド３４０、ＶＨＴ－ＳＴＦ３５０、ＶＨＴ－ＬＴＦ３６０、ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ｂ
フィールド３７０などのフィールドを加えることでＰＰＤＵ３００を生成し、ＰＨＹを構
成するＰＭＤ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｍｅｄｉｕｍ　Ｄｅｐｅｎｄｅｎｔ）副階層を介して
一つ又はそれ以上のＳＴＡに送信する。
【００５３】
　Ｌ－ＳＴＦ３１０は、フレームタイミング取得（ｆｒａｍｅ　ｔｉｍｉｎｇ　ａｃｑｕ
ｉｓｉｔｉｏｎ）、ＡＧＣ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）コンバー
ジェンス（ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ）、粗（ｃｏａｒｓｅ）周波数取得などに使われる。
【００５４】
　Ｌ－ＬＴＦ３２０は、Ｌ－ＳＩＧフィールド３３０及びＶＨＴ－ＳＩＧ　Ａフィールド
３４０の復調のためのチャネル推定に使用する。
【００５５】
　Ｌ－ＳＩＧフィールド３３０は、Ｌ－ＳＴＡがＰＰＤＵを受信してデータを取得すると
きに使われる。
【００５６】
　ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ａフィールド３４０は、ＡＰとＭＩＭＯペアリングされた（ｐａｉｒ
ｅｄ）ＳＴＡに必要な共用制御情報と関連したフィールドであり、受信されたＰＰＤＵ３
００を解釈するための制御情報を含んでいる。ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ａフィールド３４０は、
ＭＩＭＯペアリングされた複数のＳＴＡの各々に対する空間ストリームに対する情報、帯
域幅（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）情報、ＳＴＢＣ（Ｓｐａｃｅ　Ｔｉｍｅ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏ
ｄｉｎｇ）を使用するかどうかと関連した識別情報、送信ターゲットＳＴＡグループに対
する識別情報であるグループ識別子（Ｇｒｏｕｐ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、グループ識
別子が指示する送信ターゲットグループＳＴＡに含まれているＳＴＡに割り当てられた空
間ストリームに対する情報及び送信ターゲットＳＴＡの短いＧＩ（Ｇｕａｒｄ　Ｉｎｔｅ
ｒｖａｌ）関連情報、コーディング情報、ＭＣＳ（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏ
ｄｉｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ）情報、ビーム形成可否指示情報及びＣＲＣ関連情報を含む。こ
こで、グループ識別子は、現在使われたＭＩＭＯ送信方法がＭＵ－ＭＩＭＯであるか又は
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ＳＵ－ＭＩＭＯであるかを含むことができる。ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ａフィールド３４０は、
２個のＯＦＤＭシンボルを介して送信されることができる。このとき、先行のシンボルと
関連したフィールドはＶＨＴ－ＳＩＧ　Ａ１と指示し、後続するシンボルと関連したフィ
ールドはＶＨＴ－ＳＩＧ　Ａ２フィールドと指示する。
【００５７】
　ＶＨＴ－ＳＴＦ３５０は、ＭＩＭＯ送信においてＡＧＣ推定の性能を改善するために使
われる。
【００５８】
　ＶＨＴ－ＬＴＦ３６０は、ＳＴＡがＭＩＭＯチャネルを推定するときに使われる。次世
代無線ＬＡＮシステムは、ＭＵ－ＭＩＭＯをサポートするため、ＶＨＴ－ＬＴＦ３６０は
、ＰＰＤＵ３００が送信される空間ストリームの個数ほど設定されることができる。追加
的に、フルチャネルサウンディング（ｆｕｌｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｏｕｎｄｉｎｇ）が
サポートされ、それが実行される場合、ＶＨＴ　ＬＴＦの数はより多くなることができる
。
【００５９】
　ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ｂフィールド３７０は、ＭＩＭＯペアリングされた複数のＳＴＡがＰ
ＰＤＵ３００を受信してデータを取得するときに必要な専用制御情報を含む。したがって
、ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ｂフィールド３７０に含まれている共用制御情報が、現在受信された
ＰＰＤＵ３００がＭＵ－ＭＩＭＯ送信されたものであると指示する場合にのみ、ＳＴＡは
、ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ｂフィールド３７０をデコーディング（ｄｅｃｏｄｉｎｇ）するよう
に設計されることができる。反対に、共用制御情報が、現在受信されたＰＰＤＵ３００が
単一ＳＴＡのためのもの（ＳＵ－ＭＩＭＯを含む）であると指示する場合、ＳＴＡは、Ｖ
ＨＴ－ＳＩＧ　Ｂフィールド３７０をデコーディングしないように設計されることができ
る。
【００６０】
　ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ｂフィールド３７０は、各ＳＴＡに送信されるデータフィールドに含
まれているＰＳＤＵの長さ情報、ＭＣＳ情報、及びデータフィールドに含まれているテー
ル関連情報を含む。また、エンコーディング（ｅｎｃｏｄｉｎｇ）及びレートマッチング
（ｒａｔｅ－ｍａｔｃｈｉｎｇ）に対する情報を含む。ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ｂフィールド３
７０の大きさは、ＭＩＭＯ送信の類型（ＭＵ－ＭＩＭＯ又はＳＵ－ＭＩＭＯ）及びＰＰＤ
Ｕ送信のために使用するチャネル帯域幅によって異なる。
【００６１】
　データフィールド３８０は、ＳＴＡに送信が意図されるデータを含む。データフィール
ド３８０は、ＭＡＣ階層でのＭＰＤＵ（ＭＡＣ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ
）が伝達されたＰＳＤＵ（ＰＬＣＰ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）とスクラン
ブラを初期化するためのサービス（ｓｅｒｖｉｃｅ）フィールド、コンボリューション（
ｃｏｎｖｏｌｕｔｉｏｎ）エンコーダをゼロ状態（ｚｅｒｏ　ｓｔａｔｅ）に返すときに
必要なビットシーケンスを含むテール（ｔａｉｌ）フィールド及びデータフィールドの長
さを規格化するためのパディングビットを含む。
【００６２】
　図１のように与えられた無線ＬＡＮシステムにおいて、ＡＰ１０がＳＴＡ１、ＳＴＡ２
、及びＳＴＡ３にデータを送信しようとする場合、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、ＳＴＡ３、及び
ＳＴＡ４を含むＳＴＡグループにＰＰＤＵを送信することができる。この場合、図２のよ
うにＳＴＡ４に割り当てられた空間ストリームはないように割り当てることができ、ＳＴ
Ａ１、ＳＴＡ２、及びＳＴＡ３の各々に特定個数の空間ストリームを割り当て、これによ
って、データを送信することができる。図２のような例示において、ＳＴＡ１には１個の
空間ストリーム、ＳＴＡ２には３個の空間ストリーム、ＳＴＡ３には２個の空間ストリー
ムが割り当てられていることを知ることができる。
【００６３】
　図３のようなＰＰＤＵフォーマットを使用してＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法を介して受信Ｓ
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ＴＡグループにデータを送信するためには各ＳＴＡにＳＴＡグループに対する情報が提供
される必要がある。即ち、各ＳＴＡは、自分に割り当てられるグループＩＤと関連した情
報を予め受信するときにのみ、送信されたＰＰＤＵのターゲットＳＴＡが自分であること
を知ることができる。
【００６４】
　ＡＰは、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法を介してＰＰＤＵを送信する前にグループＩＤ管理メ
ッセージ（Ｇｒｏｕｐ　ＩＤ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｍｅｓｓａｇｅ）を各ＳＴＡに送
信することができる。グループＩＤ管理メッセージは、ＳＴＡに割り当てるグループＩＤ
と前記グループＩＤと関連した空間ストリーム情報を含む。グループＩＤ管理メッセージ
は、グループＩＤ管理情報要素（Ｇｒｏｕｐ　ＩＤ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を含むグループＩＤ管理フレーム（Ｇｒｏｕｐ　ＩＤ　
ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｆｒａｍｅ）の送信を介してＳＴＡに送信されることができる。
ただし、グループＩＤ管理情報要素は、他の管理フレームに含まれて送信されることがで
きる。
【００６５】
　図４は、本発明の実施例に係るグループＩＤ管理フレームのフォーマットを示すブロッ
ク図である。
【００６６】
　図４を参照すると、グループＩＤ管理フレーム４００は、カテゴリフィールド４１０、
アクションフィールド４２０、及びグループＩＤ管理情報要素４３０を含む。
【００６７】
　カテゴリフィールド４１０及びアクションフィールド４２０は、該当フレームがグルー
プＩＤ管理フレームであることを指示するように設定される。
【００６８】
　グループＩＤ管理情報要素４３０は、要素ＩＤ（ｅｌｅｍｅｎｔ　ＩＤ）フィールド４
３１、長さフィールド４３２、及び少なくとも一つ以上の空間ストリーム位置（ｓｐａｔ
ｉａｌ　ｓｔｒｅａｍ　ｐｏｓｉｔｉｏｎ）フィールド４３３を含む。
【００６９】
　要素ＩＤフィールド４３１は、該当情報要素がグループＩＤ管理情報要素であることを
指示するように設定される。長さフィールド４３２は、グループＩＤ管理情報要素の長さ
を指示するように設定される。
【００７０】
　空間ストリーム位置フィールド４３３は、それぞれのグループＩＤ別に該当グループに
属しているかどうか及び属している場合に空間ストリームの位置が何番目の位置にあるか
を指示する情報を含む。
【００７１】
　一例示として、空間ストリーム位置フィールド４３３の各々に設定された値が０、１、
２、４、０、０、０、…、０、０、０と仮定する。グループＩＤ管理フレーム４００を受
信したＳＴＡは、グループＩＤ２、グループＩＤ３、グループＩＤ４に基づくＳＴＡグル
ープに含まれていることを知ることができる。前記のような状況で、ＳＴＡは、グループ
ＩＤ２のグループでは１番目に位置した空間ストリームであり、グループＩＤ３のグルー
プでは２番目に位置した空間ストリームであり、グループＩＤ４のグループでは４番目に
位置した空間ストリームが自分のための空間ストリームであることを知ることができる。
【００７２】
　空間ストリームの位置は、ＳＴＡが特定グループＩＤに対するＳＴＡグループに送信さ
れるＰＰＤＵを受信する時、空間ストリーム位置値に該当する位置の空間ストリームを受
信すべきであることを意味する。さらに、図３のようなＰＰＤＵフォーマットのＶＨＴ－
ＳＩＧ　Ａフィールド３４０に含まれているＳＴＡに割り当てられた空間ストリームに対
する情報を使用することで、該当ＳＴＡのための空間ストリームが何かを確認することが
できる。
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【００７３】
　ＶＨＴ－ＳＩＧ　Ａフィールド３４０の空間ストリームに対する情報は、空間ストリー
ム位置に割り当てられた空間ストリームの個数を指示することができる。一例として、図
３のように、１番目の空間ストリーム位置に対する空間ストリームの個数は１個であり、
２番目の空間ストリーム位置に対する空間ストリーム個数は３個であり、３番目の空間ス
トリーム位置に対する空間ストリーム個数は２個であり、４番目の空間ストリーム位置に
対する空間ストリーム個数は０個であることを指示する空間ストリーム情報ＶＨＴ－ＳＩ
Ｇ　Ａフィールドに含まれていると仮定する。受信ＳＴＡは、送信されるＰＰＤＵのＶＨ
Ｔ－ＳＩＧ　ＡフィールドにグループＩＤ２を指示する情報が含まれている場合、１番目
の位置に割り当てられた一つの空間ストリームを介してデータを受信することができる。
ＶＨＴ－ＳＩＧ　ＡフィールドにグループＩＤ３を指示する情報が含まれている場合、受
信ＳＴＡは、２番目の位置に割り当てられた３個の空間ストリームを介してデータを受信
することができる。ＶＨＴ－ＳＩＧ　ＡフィールドにグループＩＤ４を指示する情報が含
まれている場合、受信ＳＴＡは、４番目の位置に割り当てられた空間ストリームが無い、
即ち、自分に送信されるデータがないと判断することができる。
【００７４】
　一方、特定グループＩＤに基づくＳＴＡグループに属するＳＴＡがパワーセーブモード
で動作する場合、ＡＰがＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法を介してＰＰＤＵをＳＴＡに送信する時
、ＳＴＡは、アウェイク状態を維持しなければならない。しかし、ドーズ状態で動作中で
あるＳＴＡは、ＡＰがどの時点にＰＰＤＵ送信を開始するかを知ることができないため、
アウェイク状態に転換する時点を決定しにくい。もし、ＳＴＡのアウェイク状態への転換
時点がＡＰによるＭＵ－ＭＩＭＯ送信時点より速い場合、動作モード転換以後からＭＵ－
ＭＩＭＯ送信時点まで不必要なパワー消耗が発生するようになる。それを防止するために
、特定グループＩＤに基づくＳＴＡグループのＳＴＡがＭＵ－ＭＩＭＯ送信時点に同時に
アウェイク状態に転換して動作することができる方法が要求される。そのために、ＡＰが
ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報をＳＴＡに伝達することを提案する。
【００７５】
　図５は、本発明の実施例に係るＰＰＤＵ送信方法を示す。ＳＴＡ１及びＳＴＡ２は、Ａ
Ｐ５１０とＭＵ－ＭＩＭＯペアリングされている。ＳＴＡ１及びＳＴＡ２は、少なくとも
一つ以上のグループＩＤによりグループ化されており、パワーセーブモードで動作するＳ
ＴＡである。
【００７６】
　図５を参照すると、ＡＰ５１０は、ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報をＳＴＡ１及
びＳＴＡ２に送信する（Ｓ５１０）。ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報は、特定ＳＴ
ＡグループにＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法によるＰＰＤＵが送信される時間と関連した情報を
含む。ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報は、ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要
素がビーコンフレームに含まれて送信されることを介して伝達されることができる。ビー
コンフレームにはＳＴＡにバッファされたトラフィックがあることを指示するＴＩＭ要素
がさらに含まれることができる。
【００７７】
　図６は、本発明の実施例に係るＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要素のフォーマッ
トを示すブロック図である。
【００７８】
　図６を参照すると、ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要素６００は、要素ＩＤフィ
ールド６１０、長さフィールド６２０、グループＩＤフィールド６３０、及びウェイクア
ップスケジュール（ｗａｋｅｕｐ　ｓｃｈｅｄｕｌｅ）フィールド６４０を含む。
【００７９】
　要素ＩＤフィールド６１０は、該当要素がＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要素で
あることを指示する値に設定される。長さフィールド６２０は、ＭＵ－ＭＩＭＯスケジュ
ーリング情報要素６００の長さを指示する値に設定される。
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【００８０】
　グループＩＤフィールド６３０は、ＡＰにより送信されるＰＰＤＵの送信ターゲットＳ
ＴＡグループを指示するグループＩＤ値に設定される。ＳＴＡは、グループＩＤフィール
ド６３０のグループＩＤ値を介してＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要素６００が自
分のための情報要素であるかどうかを決定することができる。グループＩＤフィールド６
３０が、受信したＳＴＡに割り当てられたグループＩＤ値と異なる場合、受信ＳＴＡは、
該当情報要素を廃棄して一般的なパワーセーブモード運営方法によって動作する。グルー
プＩＤフィールド６４０が、受信したＳＴＡに割り当てられたグループＩＤ値が同じ場合
、受信ＳＴＡは、ウェイクアップスケジュールフィールド６４０に含まれている情報に基
づいてパワーセーブモードで動作する。
【００８１】
　ウェイクアップスケジュールフィールド６４０は、ウェイクアップオフセット（ｗａｋ
ｅｕｐ　ｏｆｆｓｅｔ）サブフィールド６４１、ウェイクアップ持続時間（ｗａｋｅｕｐ
　ｄｕｒａｔｉｏｎ）サブフィールド６４２、及びウェイクアップインターバルサブフィ
ールド６４３を含む。
【００８２】
　ウェイクアップオフセットサブフィールド６４１は、ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング
情報要素６００を受信した時点から１番目の動作状態転換時点であるウェイクアップタイ
ミング（ｗａｋｅｕｐ　ｔｉｍｉｎｇ）との時間間隔を指示する。
【００８３】
　ウェイクアップ持続時間サブフィールド６４２は、アウェイク状態に転換した後、状態
を維持する時間区間であるウェイクアップ区間の時間的長さを指示する。
【００８４】
　ウェイクアップインターバルサブフィールド６４３は、連続されたウェイクアップ区間
中に時間間隔を指示する。
【００８５】
　また、図５を参照すると、パワーセーブモードで動作するＳＴＡ１及びＳＴＡ２は、送
信されるＴＩＭ要素を介して自分にバッファされたトラフィックがあることを知ることが
できる。また、自分に割り当てられたグループＩＤに基づくＳＴＡグループに対してＭＵ
－ＭＩＭＯ送信が開始される時点に対する情報をＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要
素を介して取得することができる。
【００８６】
　ＳＴＡ１及びＳＴＡ２は、ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要素のウェイクアップ
オフセットサブフィールド６４１が指示する時点であるウェイクアップタイミングにアウ
ェイク状態に転換してＡＰ５１０によるＭＵ－ＭＩＭＯ送信を待つ（Ｓ５２０）。
【００８７】
　ＳＴＡ１は、アウェイク状態に転換した後、トリガフレーム（ｔｒｉｇｇｅｒ　ｆｒａ
ｍｅ）をＡＰ５１０に送信してサービス区間（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｐｅｒｉｏｄ）を開始す
る（Ｓ５３１）。ＳＴＡ２もアウェイク状態に転換した後、トリガフレームをＡＰ５１０
に送信してサービス区間を開始する（Ｓ５４２）。これは、ＡＰ５１０がＭＵ－ＭＩＭＯ
送信技法を介してＰＰＤＵを送信する前に送信ターゲットＳＴＡグループに属するＳＴＡ
がアウェイク状態に転換して送信待機中であることをＡＰ５１０に知らせることためであ
る。ＳＴＡのリッスンインターバル（ｌｉｓｔｅｎ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）、即ち、ビーコ
ンフレームを受信する間隔がそれぞれ異なるため、ＭＵ－ＭＩＭＯ送信のためにグループ
化されているＳＴＡが全部同一ビーコンフレームを受信し、同時にアウェイク状態に転換
したと仮定することができないためである。
【００８８】
　ＡＰ５１０は、ＳＴＡ１及びＳＴＡ２が送信したトリガフレームに対応して受信確認応
答フレーム（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　ｆｒａｍｅ；ＡＣＫ）を各々送信する（
Ｓ５３２、Ｓ５４２）。
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【００８９】
　もし、パワーセーブモードで動作するＳＴＡが特定間隔にビーコンフレームを受信し、
ウェイクアップスケジュールが該当間隔を基準に定められた場合、ＳＴＡが同時にアウェ
イク状態に転換したことを仮定することができる。この場合、前記のようにＳＴＡ１及び
ＳＴＡ２がトリガフレームをＡＰ５１０に送信してサービス区間を開始する過程が省略さ
れることができる。
【００９０】
　ＡＰ５１０は、ＲＴＳ／ＣＴＳフレーム交換を介してＮＡＶを設定した後（Ｓ５５０）
、サービス区間を開始したＳＴＡに対してＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法を介してＰＰＤＵを送
信し開始する（Ｓ５６０）。
【００９１】
　ＳＴＡ１は、受信したＰＰＤＵに対する応答として、ＡＰ５１０にＡＣＫを送信する（
Ｓ５７１）。ＡＰ５１０は、ＳＴＡ１からＡＣＫを受信した後、ＳＴＡ２にＡＣＫ送信を
要求するためにＡＣＫ要求フレームを送信する（Ｓ５７２）。ＳＴＡ２は、ＡＣＫ要求フ
レームに対する応答として、ＡＣＫフレームをＡＰ５１０に送信する（Ｓ５７３）。この
とき、ＰＰＤＵに含まれているデータユニットがＡ－ＭＰＤＵのフォーマットで構成され
た場合、ＳＴＡ１及びＳＴＡ２が送信するＡＣＫはブロックＡＣＫである。
【００９２】
　ＳＴＡ１及び／又はＳＴＡ２は、ＡＰ５１０が送信したＰＰＤＵが自分のためのデータ
を含んでいない場合、持続時間サブフィールド６４２が指示する時間区間が経過する前に
ドーズ状態に転換して動作することができる。ＰＰＤＵが自分のためのデータを含むかど
うかは、ＰＰＤＵのＶＨＴ－ＳＩＧ　Ａフィールドに含まれている空間ストリームに対す
る情報に基づいて決定されることができる。割り当てられた空間ストリーム個数が‘０’
であることを指示する場合、ＳＴＡ１及び／又はＳＴＡ２は、自分に送信が意図されるデ
ータがないと決定し、ドーズ状態に転換して動作することができる。
【００９３】
　もし、パワーセーブモードで動作するＳＴＡのうち、トリガフレームをＡＰに送信せず
にサービス区間を開始しないＳＴＡが存在する場合、該当ＳＴＡは、ＭＵ－ＭＩＭＯスケ
ジューリング情報要素を受信していないと見なし、該当ＳＴＡにはＭＵ－ＭＩＭＯ送信を
しない。
【００９４】
　ＳＴＡ１及びＳＴＡ２は、ＡＰ５１０からＰＰＤＵ受信を完了し、ウェイクアップ持続
時間サブフィールド６４２が指示する時間区間が経過すると、ドーズ状態に転換して動作
する（Ｓ５８０）。
【００９５】
　ＳＴＡ１及びＳＴＡ２のウェイクアップ区間は、周期的に繰り返されることができる。
これはスケジューリング情報要素６００にウェイクアップインターバルサブフィールド６
４３が含まれることによって具現されることができる。ウェイクアップインターバルサブ
フィールド６４３は、前述したようにウェイクアップ区間が繰り返されるインターバルを
指示する。このとき、インターバルは、ウェイクアップ持続時間サブフィールド６４３値
より大きいべきである。したがって、ＳＴＡ１及びＳＴＡ２は、ウェイクアップオフセッ
トサブフィールド６４１により特定されたウェイクアップ区間開始時点を基準にウェイク
アップインターバルサブフィールド６４３が指示するインターバル毎にアウェイク状態に
転換して動作することができる。ＡＰ５１０、ＳＴＡ１、及びＳＴＡ２は、前述したウェ
イクアップ区間で定義されたパワーセーブモード運営方法を繰り返して実行することがで
きる。
【００９６】
　一方、図６のようなフォーマットのＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要素がビーコ
ンフレームに含まれてビーコンインターバル毎にブロードキャストされることは、ビーコ
ンフレーム送信により誘発されるオーバーヘッドをさらに増加させることができる。した
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がって、ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要素は、ユニキャストフレームに含まれて
送信されることができる。これはＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要素を含む独自の
アクション／管理フレームの送信により具現され、又は図４のようなグループＩＤ管理フ
レームに追加的に含まれて送信されることができる。
【００９７】
　図７は、本発明の実施例に係るグループＩＤ管理フレームフォーマットの他の一例を示
す。
【００９８】
　図７を参照すると、グループＩＤ管理フレーム７００は、カテゴリフィールド７１０、
アクションフィールド７２０、グループＩＤ管理情報要素７３０、及びＭＵ－ＭＩＭＯス
ケジューリング情報要素７４０を含む。
【００９９】
　カテゴリフィールド７１０及びアクションフィールド７２０は、該当フレームがグルー
プＩＤ管理フレーム７００であることを指示する値に設定される。ただし、グループＩＤ
管理フレームが図４のようなフォーマットで構成されるか、又はＭＵ－ＭＩＭＯスケジュ
ーリング情報要素７４０がさらに含まれているフォーマットであるかを区分するために、
図４のカテゴリフィールド４１０及びアクションフィールド４２０とは区分されることが
できる値に設定されることができる。もし、カテゴリフィールド７１０及びアクションフ
ィールド７２０が図４の該当フィールド値と同一に設定される場合、該当グループＩＤ管
理フレーム７００がＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要素７４０をさらに含んでいる
ことを指示するビットフィールドをさらに含むことができる。
【０１００】
　グループＩＤ管理情報要素７３０は、図４のグループＩＤ管理情報要素４３０と同一フ
ィールドを含んでいる。これに基づいてＳＴＡが動作するプロトコルも同一である。
【０１０１】
　ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリング情報要素７４０は、図６のＭＵ－ＭＩＭＯスケジュー
リング情報要素６００と同一フィールドを含んでいる。これに基づいてＳＴＡが動作する
プロトコルも同一であり、これは、図５のビーコンフレーム受信以後、ＡＰ及びＳＴＡの
運営手順を参照することができる。
【０１０２】
　図８は、本発明の実施例が具現されることができる無線装置を示すブロック図である。
【０１０３】
　図８を参照すると、無線装置８００は、プロセッサ８１０、メモリ８２０、及びトラン
シーバ８３０を含む。トランシーバ８３０は、無線信号を送信及び／又は受信し、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１の物理階層を具現する。プロセッサ８１０は、トランシーバ８３０と機能
的に連結され、アウェイク状態とドーズ状態との間を転換して動作するパワーセーブモー
ド運営をサポートすることができる。プロセッサ８１０は、ＭＵ－ＭＩＭＯスケジューリ
ング情報要素を送信及び受信し、これに基づいてＰＰＤＵを受信及び送信するように設定
されることができる。プロセッサ８１０は、図２及び図７に示す本発明の実施例を具現す
るＭＡＣ階層及び／又はＰＨＹ階層を具現するように設定される。
【０１０４】
　プロセッサ８１０及び／又はトランシーバ８３０は、ＡＳＩＣ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏ
ｎ－Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）、他のチップセット、
論理回路及び／又はデータ処理装置を含むことができる。実施例がソフトウェアで具現さ
れる時、前述した技法は、前述した機能を遂行するモジュール（過程、機能など）で具現
されることができる。モジュールは、メモリ８２０に格納され、プロセッサ８１０により
実行されることができる。メモリ８２０は、プロセッサ８１０の内部に含まれ、又は外部
に別途に位置し、知られた多様な手段によりプロセッサ８１０と機能的に連結されること
ができる。
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